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１．はじめに

ヘリコプリオン―螺旋状に配列した歯（写真 1）を持つ軟

骨魚綱である．その特異な形状から，専門家以外からの関

心も高い化石であり，専門書以外の書籍でもしばしば紹介

される（例えば，Taylor and O’Dea， 2014；土屋，2014, 

2016, 2019；大橋ほか，2020）．世界的にも産出が稀であ

り（Tapanila and Pruitt，2013），日本においても 3 例の報

告しか知られていない．

そのうちの 1 つ，最初の報告例は群馬県東部の足尾山地

からである（Yabe，1903）．一方で，その産出地点について

は当初の記載とその後の見解の変遷がみられる．岩相の分

布などから，現在ではその産出地点は群馬県桐
きりゅう

生市黒
く ろ ほ ね

保根

町八木原とされている（例えば，林，1997）．この地点は

筆者が調査している「桐生及足利」地域の北西端にあたる．

世界的に貴重な化石の産出地点であるが，この産出地点に

対する見解の変遷について，詳細に記した例は少ない．こ

こでは産出の経緯や記載に関する主要な文献での記述（第

1 表）とともに，産出地点に関する筆者の見解を述べる． 

２．ヘリコプリオンの特徴

ヘリコプリオン属（Helicoprion Karpinsky 1899）は軟骨

魚綱に属し，下顎正中に螺旋状に巻いた接合歯列を持つこ

とによって特徴づけられる（Karpinsky，1899；Tapanila 

et al. , 2013）．その特異な形状をした歯の位置については，

様々な復元図が提案され，上顎あるいは下顎に配置され

たほか，尾や鰭に配置される復元図も存在した（Tapanila 

et al. , 2013）．CT スキャンを用いた研究により，下顎の後

方に位置していたことが明らかとなった（Tapanila et al. , 

2013；Ramsay et al. , 2015）．

化石は古生界石炭系から中生界三畳系から産出するが，

その多くはペルム系からの産出に集中している．日本から

の産出のほかには，ロシアやオーストラリア，中国，ア

―螺旋状に配列した歯を持つヘリコプリオン―
足尾山地における産出地点をめぐって

メリカなどから産出している（例えば，Karpinsky， 1899；

Wheeler，1939；Larson and Scott，1955；Chen et al., 2007）．

日本では，1903 年に最初の記載が行われ（Yabe，1903），

その他には宮城県気仙沼市からの 2 例（荒木，1980；後藤ほ

か，2010）のみである．Yabe (1903) による報告は，80 年

近く日本最古の脊椎動物化石記録であった（髙桒，2021）．

３．足尾山地からの産出の経緯

Yabe(1903) は，フズリナ石灰岩からヘリコプリオン

を発見し，1899 年にロシアで記載された Helicoprion 

bessonowi Karpinsky に同定した．化石として記載された

キーワード：ヘリコプリオン，石灰岩，ジュラ紀付加体，足尾山地，八木原１）�産総研 地質調査総合センター 地質情報研究部門

写真 1　�ヘリコプリオンの写真．Yabe（1903）から転載（© 日本地質
学会） ．記述に基づいてスケールを追加．
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文献 記述

神保（1900） 一見アンモン介の如くにして實は然らざる者下野國足尾銅山に近き花輪
ハ ナ ワ

村神戸
ゴ ー ド

に出でし事ありて

佐川（1900）

三年前下野國足尾銅山近傍に於て同鉱山にて溶融剤として使用する暗鼠色の稍粗き古生紀石灰岩中にクリノイドの茎
と共伴して一箇の珍奇なる化石出でたり、其大さ最大徑七寸余に達し極めて薄く平くしてらせん状に三巻余巻き色黒く一
見アンモン貝に似たるを以て或は古生紀のノーチルスならんとの評ありし、其化石は三箇に分たれ大學地質學教室、農
商務省地質調査所及足尾銅山に各一片を藏す（後略）

Yabe (1903) Particularly interesting is the fact that the limestone of Hanawa, containing Helocoprion  as mentioned by Mr. E. Sagawa,
belongs to the same horizon as that containing Fusulina japonica  Guembel.

矢部（1903） 花輪に出でたるヘリコプリオンに付ては佐川學士の記事あり

横山（1920） ヘリコプリオンHelicoprion（第二百九十五圖）．螺旋狀の器で、是は口頭に着いてゐた劍狀防禦器が魚の死後卷いたも

のと見られてゐる．石炭乃至二疊。ヘリコプリオン・ベツソノフィ下野花輪の二疊（縮圖）*
藤本（1932） 又花輪では紡錘蟲石灰岩の中からHelicoprionと言ふ魚の化石が發見されてゐる。

藤本（1951） 特に足尾線花輪驛に近い八木原からは，古く矢部博士によつて紡錘蟲と共にHelicoprion bessonowi Karpinskyという珍
しい魚の化石が報告されている．

鹿間（1964） 鍋山統（群馬県足尾地方）

益富・浜田（1966） 1903年に矢部長克博士によって，栃木県の足尾銅山に近い花輪というところから報告された例が唯一である

後藤（1975） 軟骨魚類についてはジュラ紀以前のものは2種（うち1種は鍋山相当層から発見されたHelicoprion bessonowi （佐川，

1900；Yabe, 1903）である）だけしられているにすぎず

森下編（1977） 群馬県足尾地方，二畳紀前期（鍋山統）

野村編（1978） 古生代のものとしては，勢多郡黒保根村八木原の二畳系石灰岩から産出したヘリコプリオンがあり，わが国最古の魚類
化石として知られています。

荒木・後藤（1979） 古生代後期の軟骨魚類Helicoprionは，成長に伴って歯が脱落せず渦巻状の歯列をもつ特徴があり，日本からは1897年
に発見され，Yabe (1903) によって報告された群馬県花輪から産出したものが唯一の標本であった。

荒木（1980） 本邦では，1897年に発見され（佐川，1900），Yabe (1903) によって報告された群馬県勢多郡東村花輪から産したものが
唯一の発見例であった．

後藤（1981）
佐川（1900）は，日本の足尾銅山付近（現在の群馬県勢多郡東村花輪）の古生代の石灰岩（現在では下部ペルム系の鍋

山統）からクリノイドと共産した直径26 cmのHelicoprionを報告し，この標本は日本からの第1号化石として，Yabe (1903)
によってHelicoprion bessonowiであると記載された

林ほか（1990） 黒保根村地域では、フズリナ石灰岩は規模としては厚さ約1 mのレンズ状岩体が多いが、Helicoprionを産出した厚さ50
mをこえる層状岩体までみられる。

日本古生物学会編（1991） 日本では群馬県の花輪から採取されたものにヘリコプリオン・ベッソウノウイ[Helicoprion bessonowi ]という学名が適用さ
れている

地学団体研究会編（1996） 日本からは，群馬県勢多郡東村の八木原石灰岩（中部ペルム系）産のH. bessonowi （H. Yabe, 1903）と宮城県気仙沼市

の叶倉–登米層（中部ペルム系）産のH.  sp.（荒木英夫，1980）が知られている。

大間々町誌編さん室（1996）

ヘリコプリオンは，フズリナ石灰岩の中から発見されたのである。（中略）八木原石灰岩は銅の溶剤として足尾銅山へ運ば
れた。ヘリコプリオンは，八木原ではなく，足尾銅山で発見された。（中略）母岩は3つに割れていたので，足尾銅山，地
質調査所，及び東京大学に分散して保管された。足尾銅山標本は行方不明，地質調査所標本は空襲で焼失，現存する
のは東京大学標本のみである

林（1997）

矢部長克の報告には、産出地点も発見者名もない。産地は「花輪に近い八木原」とだけ書かれている。従って、その後の
ヘリコプリオンの紹介記事もいろいろで、「花輪から産する」とか、「栃木県から」とか、不確定的なものであった。花輪付近
には採掘された石灰岩がないので、黒保根村八木原で採掘された石灰質岩に、化石が含まれていたということには、ま
ちがいはない。
ただし、化石は現地で発見されたものではなく、金属鉱物の溶剤として、八木原で採掘され、足尾まで運ばれて、足尾銅
山で発見されたらしいと考えられる。

林（1998） 黒保根村八木原に分布する八木原石灰岩は厚く広く，大規模に採掘されましたが，八木原石灰岩はヘリコプリオンという
サメの祖先の化石が発見されて有名です．

群馬県立自然史博物館（1999） かつて足尾銅山で発見されたヘリコプリオン化石は、本県勢多郡黒保根村八木原付近で採掘されたものとされている。

後藤ほか（2010）
本標本は，1987年に群馬県みどり市花輪の八木原石灰岩から発見された第1標本Helicoprion  bessonowi  Karpinsky
（Yabe, 1903），1979年5月13日に荒木によって宮城県気仙沼市黒沢の黒沢層から発見された第2標本Helicoprion
sp.（荒木，1980）につぐ，日本産ヘリコプリオンの第3標本である．

日本古生物学会編（2010） 日本からは，群馬県みどり市の八木原石灰岩（中部ペルム系）からH. bessonowiが，宮城県気仙沼市の黒沢層（中部ペ

ルム系）からH.  sp.が記載されている

高桒・岡部（2011）

1900年，佐川榮次郎（明治31年に東京帝國大學地質學教室を卒業；群馬県内の榛名山，妙義山や荒船山などを調査し

た）によって，群馬県東部に分布する足尾帯に由来するペルム系石灰岩から，その3年前に発見された軟骨魚類ヘリコプ

リオン・ベッソノウィ Helicoprion bessonowi （板鰓亜綱エウゲネオドゥス目）の産出が報告され（佐川，1900；神保，1900），
後に矢部長克はその標本を英文記載すると共に，共産化石や産出層準の層序や岩相について論じた（Yabe，1903）．

桐生地質の会編（2012）

地質学者の佐川栄次郎は，明治30年（1897）に足尾銅山で銅の精錬に使うために持ち込まれた石灰岩の中からこのヘリ

コプリオン化石を発見した，といわれている。この化石を記載した古生物学者の矢部長克の報告（1903）では現在のみど
り市東町花輪からの産出となっているが，当時，足尾への石灰岩を採掘し搬出していたのは，桐生市黒保根町八木原
（口絵―18）であろう，というのが現在の定説である。

土屋（2019） ヘリコプリオンの良質な化石はアメリカ産のものがよく知られているが、日本でも宮城県と群馬県からの報告がある。

高桒（2021） 佐川（1900）やYabe （1903) は，群馬県東部に分布する足尾帯のペルム系石灰岩からヘリコプリオン属の化石

Helicoprion bessonowiを報告し（図1），その後80年近く日本最古の脊椎動物化石の地位にあった．

第 1 表　先行研究におけるヘリコプリオンの産出に関する記述．*Yabe (1903) で記載された標本の写真が掲載．
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のは 1903 年であるが，産出自体は，その 3 年前にいくつ

かの文献で記されている（神保，1900；佐川，1900）．佐

川（1900）の記載に基づくと，1897 年に足尾銅山に溶融剤

として持ち込まれた石灰岩の中からヘリコプリオンが発見

された．

ヘリコプリオンの標本は 3 つに分割され，東京大学・農

務省地質調査所（現在の産総研地質調査総合センター）・足

尾銅山でそれぞれ保管された（佐川，1990）．ただし，足尾

銅山の標本は行方不明で，地質調査所の標本は空襲で焼失

し，現存するのは東京大学の標本のみである（林，1997）．

Yabe(1903) が図版として示したものは東京大学の標本で

あり（写真 1），その後いくつかの文献でもこの標本を再撮

影したものが示されている（群馬県立自然史博物館，1999；

髙桒，2021）．

Yabe(1903) は，ヘリコプリオンを含む石灰岩から有

孔虫化石を見出している．代表的なものとして Fusulina 

japonica Gümbel を 同 定 し て お り， こ の 種 は 現 在 で は

Parafusulina japonica とされる．Zhang and Wang(2018) 

によれば，Parafusulina 属の産出区間は下部ペルム系シス

ウラリアン統アーティンスキアン階～中部ペルム系グア

ダルピアン統キャピタニアン階である．また，Kobayashi 

(2006) が構築したフズリナ化石帯では，Parafusulina 

japonica は Parafusulina tochigiensis 帯の中部～上部から

産出する．Parafusulina tochigiensis 帯は，シスウラリア

ン統クングーリアン階の中ごろに対比される Parafusulina 

yabei 帯（Zhang and Wang，2018）の上位に位置する．し

たがって，ヘリコプリオンを含む石灰岩の年代は，前期ペ

ルム紀シスウラリアン世クングーリアン期の後期から中期

ペルム紀グアダルピアン世ローディアン期の間の年代を示

すと考えられる．

４．ヘリコプリオンの産出地点

ヘリコプリオンの産出地点については，神保（1900）

は「花輪村神
ご う ど

戸」，佐川（1900）は「足尾銅山付近」，Yabe 

(1903) は「Hanawa」と記述している．これは現在の群馬

県みどり市東町花輪（第 1 図）を指しており，以降の多く

の研究のおいてもこの記述が踏襲されていた（例えば，横

山，1920；藤本，1932；益富・浜田，1966；荒木・後

藤，1979；荒木，1980；後藤，1981；日本古生物学会

第 1 図　�ヘリコプリオンの産出地点の位置図．（A）「桐生及足利」地域の位置．（B）「桐生及足利」地域周辺の地形陰影図．国土地理院の発行す
る地形陰影図（https://maps.gsi.go.jp/）を加工して作成．（C）群馬県桐生市黒保根町八木原から同県みどり市東町神戸周辺の地形図．
国土地理院の発行する地形図（https://maps.gsi.go.jp/）を加工して作成．点線より北側が 5 万分の 1 地形図「足尾」の，南側が同「桐
生及足利」の範囲である．
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編，1991）．その一方で，確認した範囲では藤本（1951）

が，初めて産出地点として「八木原」を用いた．以降の文献

ではしばしばこの地名が使われ（野村編，1978），「八木原

石灰岩」という言葉も登場するようになる（地学団体研究会

編，1996；大間々町誌編さん室，1996；林，1998；群馬

県立自然史博物館，1999；日本古生物学会編，2010）．

この「花輪」から「八木原」への変遷について，比較的詳細

にその理由が書いてあるのは林（1997）及び桐生地質の会

編（2012）である．両者とも，花輪では石灰岩の採掘が行

われていなかったことを主な根拠としている．

ここで，最初の記載報告である Yabe(1903) や同時

期 の 記 述 に 遡 っ て み る．Yabe(1903) で は 本 文 中 で は

「Hanawa」と記しているが，その付図では石灰岩は八木原

から神戸周辺に分布しており，花輪には石灰岩の分布を示

していない（第 2 図）．また同年，矢部（1903）は栃木県周

辺の石灰岩の分布をまとめており，その中で「渡良瀬河に

沿ひ神戸、水沼間に一帯の石灰岩層あり」と記述している．

さらに矢部（1903）は，「花輪に於て直接石灰岩の下部には

角岩，上には粘板岩あり而して水沼及花輪の對岸には曾て

足尾古河鑛業所が採掘したる遺跡あり」と，花輪の対岸に

採掘所が存在したことを記している．これらのことから，

Yabe(1903) ではヘリコプリオンの産出地点を「Hanawa」

と記載しているものの，それは花輪の対岸側の石灰岩分布

域にあたると判断していたと思われる． 

実際に，地質図上でも花輪周辺には石灰岩を含む炭酸塩

岩類は分布しておらず（例えば，須藤ほか，1991；Kamata，

1996），筆者が周辺を踏査した限りでも，少なくとも大規

模な石灰岩の分布は認められない．一方，黒保根町八木原

には石灰岩の転石が多数存在する（写真 2A）（伊藤，2021）．

これらの転石の中にはフズリナ石灰岩が認められ（写真

2B，2C），Yabe(1903) の記載とも一致する．

上記の通り，岩相分布や Yabe(1903) の地層や地名の捉

え方を踏まえると，ヘリコプリオンの産出地点は黒保根町

八木原とみるのが妥当であると考えられる．なお，冒頭に

記述した通り，群馬県桐生市の黒保根町八木原は，筆者が調

査している「桐生及足利」地域の北西端にあたる（第 1 図）．

また，黒保根町八木原に分布する石灰岩は，ジュラ系付加

体の大
お お ま ま

間々コンプレックスに属する（伊藤，2021）．

５．まとめ

群馬県東部の足尾山地は，世界でも産出例が少ないヘリ

コプリオンの産出地点の 1 つである．最初期の報告では，

その産出地点は「花輪」と記されていたが（神保，1990；

Yabe，1903），下記の 4 点から「八木原」とみるのが妥当で

ある．

（1）花輪には採掘可能な規模の石灰岩が分布していない．

（2）�花輪の対岸の南西方に位置する八木原には，採掘可

 

第 2図 花輪周辺の石灰岩の分布．Yabe (1903a) から転載． 

  
第 2 図　�花輪周辺の石灰岩の分布．Yabe (1903) から転載（© 日本地質学会）．黒い太線が石灰岩の分

布域であり，Yagihara（八木原）から，Hanawa（花輪）の対岸を通って Gōto（神戸）南方に至
る石灰岩体の存在を認識していたことがわかる．
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能な規模の石灰岩が露出する．

（3）�矢部の同年の論文（矢部，1903）でも，石灰岩の主

要分布域は花輪の対岸とみなしていた．

（4）�八木原に分布する石灰岩はフズリナを含むものであ

り，これは Yabe(1903) の記述と一致する．

謝辞：ヘリコプリオンの特徴や産出報告に関して，群馬県

立自然史博物館の髙桒祐司博士にご教示いただいた．
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